
会場 ご意見・ご質問の概要

白石区

今回の素案は今の敬老パスを発展させるということ。
私は今の敬老パスを上限額いっぱいまで使用している。免許を返納したのも敬老パスがあったからこそなので、大変有意義に使わせていただいている。
説明を伺うと、約57％の人が利用していないということだったので、今回の素案はその人達の外出を促すという趣旨なのか。
私たちのように上限額いっぱいまで利用して、外出している身からすると縮小というか、後退のような印象を受ける。

白石区

先ほどからの説明でなるほどと思うことは一つもなかった。
聞いていてムカムカしてきた。
会場の選定について、若い人にも来て欲しいのでこの場所を選定したと説明があったが、敬老パスを使わない若い人が本当に来ると思っているのか。説明会が16時からだ
という時間の設定にも本当にびっくりした。この時期、この時間、高齢者が外に出るということがどれだけ危険なことかわかってて16時にしたのか。外は暗い。路面はツ
ルツルである。もっと明るい、日中の時間に開催できなかったのか。
本当にお宅の説明を聞いていて、なるほど、そういうかと思ったものは一つもない。
今の制度を良くするものだとは思えない。
本当にこの素案は駄目。改善してほしい。

白石区

説明の中で地域でのコミュニケーションという話があったが、敬老パスとはあまり関係がないのではと思う。
札幌に住んで50年になるが、70歳になって敬老パスの交付を受け、本当に良い制度を札幌市は作ってくれたと感じた。
今のデータを見ると約57％の人が利用していないということであるが、個々の事情によると思う。先ほどの方も車に乗っているという話があった。また、敬老パスをタク
シーやJRにも使いたいという意見もあったが、それはもっともなことだと思う。
50億の予算の削減を考えているものではないというが、それであれば自己負担額を少し増やしてその方々にあった金額を皆さんで共有できれば良いのではと思う。
70歳を超えると病院にも通わなければいけないし、スマートフォンを使うというのも大変。今の敬老パスはとても使い勝手が良く素晴らしい制度だと思うので、ぜひ続け
て欲しい。

白石区

私も昨年敬老パスの交付を受けたが、普段は車なので殆ど使用はしていない。
今回の素案が公表され、市のホームページを見たところ、健康寿命を延ばしたいと。政令市のなかでも札幌市は下位に位置しているとのことだった。
健康寿命延伸のため、検討委員会を開催したようだが、なぜ札幌市が政令市のなかで健康寿命が短いのかが分析されていないなと感じた。
私が思うに、今の時期はテカテカ道路、このような中で歩けといっても転んで怪我をしてしまう。だからやはり家にいる時間が長くなるというのが北海道の特性だと思
う。これが駄目なことではないが、どうするのかということになる。
そこで質問だが、札幌市の健康寿命が延びていかない原因をどう考えているか。

白石区

敬老パスは昭和50年に始まり、最初は無料だった。その後、財政上の理由から自己負担額が導入され、市民は我慢をした。
私は陳情を議会に出している。その時には現行制度の改善ということで、JR・タクシーに乗れるようにという内容を要望していたが実現しなかった。12年間やらなかった
ものを、なぜこの機にやるのか。
今回の素案は健康にかこつけた切り捨てではないかと思う。現行の制度でも実現できると思う。



会場 ご意見・ご質問の概要

白石区

今日の会場の選定について、市が市民の話を聞こうという第１歩が違うのではないかと思う。ここの会場は違うのではないかとここに来て最初に思った。
冒頭説明をしていたが、ここに来ている人たちはメディア等で既に見て知っていると思う。
質問は１人１問までといわれてしまうと、この問題は財源やシステム等、様々な問題が絡み合っていると思うので難しい。
私が１番感じているのは、健康、健康というが、タクシーは何が連動されるのか。単純にタクシーを＋αで利用できるようするということであれば市の施策としてはいい
のかもしれない。でも、健康という観点で考えたときには理解ができない。

白石区 この意見交換会は条例に基づいて開催されているのか

白石区

３日前の新聞で意見交換会が開催されることを知った。新聞の記事では2025年にも転換するというのが既成事実のように書かれている。
市のホームページを見たところ、検討までに有識者による意見交換会を開いたり、市民アンケ－トを実施したとのことであるが、内容を見てみるとアンケートの対象者は
18歳以上、回答率20～30％という状況であり、設問では健康寿命のことなどについて聞いているが、敬老パスのことには一言も触れられていない。
それなのに、なぜ検討に当たってアンケートを実施した、検討委員会を開催した等と出てくるかがわからない。


